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負ののれん発生益の計上及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2024年12月期連結会計年度（2024年１月１日～2024年12月31日）において、株式会社トポ

スエンタープライズ（以下「トポス」という。）の連結子会社化に伴い負ののれん発生益を計上する

見込みとなり、これに伴い通期連結業績予想も修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１．負ののれん発生益の計上について 

2024年 4月 30日付け「（経過開示）株式会社トポスエンタープライズとの民事再生支援に関するス

ポンサー契約締結のお知らせ」及び同年８月９日付け「（経過開示）株式会社トポスエンタープライズ

との民事再生支援に関するスポンサー契約締結における未確定事項に関するお知らせ」ならびに同日

付け「通期連結業績予想に関するご説明」等でご説明のとおり、2024 年 10 月１日付けで子会社とし

て当社グループに参画いたしましたトポスの取得時の会計処理に伴い、識別可能な無形資産の評価

及び会計監査は未了であり暫定的な処理ではありますが現時点において、約 1,500百万円の負の

のれん発生益の計上を見込んでおります。なお、計上後の通期連結業績予想は以下のとおりです。 

 

 

２．2024年12月期 通期連結業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日） 

 売上収益 営業利益 
親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

基本的１株 

当たり当期利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

32,000 

百万円 

2,400 

百万円 

2,200 

円 銭 

117.41 

今回発表予想（Ｂ） 32,000 3,000 3,000 159.55 

増減額（Ｂ - Ａ） － ＋600 ＋800 42.14 

増減率（ ％ ） － ＋25.0% ＋36.4% － 

 

 

2024年10月18日 

各  位 

 会 社 名  株 式 会 社 Ｋ ｅ ｙ Ｈ ｏ ｌ ｄ ｅ ｒ 

 代 表 者 名  代 表 取締 役 社長 大 出 悠 史 

 （証券コード番号 ４７１２・スタンダード市場） 

 問い合わせ先   執 行 役 員 柴 野 光 平 

 電 話 番 号  ０ ３ － ５ ８ ４ ３ － ８ ８ ８ ８ 
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（ご参考）前期実績 

2023年12月期 
27,514 1,965 2,114 113.17 

 

 

３．修正の理由 

 まず、売上収益につきましてはトポスの連結子会社化に伴い、同社の３か月分（10月１日～12月

31日）の業績予想として約2,000百万円の計上を見込んでおりますものの、中間期でもご説明のとお

り、総合エンターテインメント事業の株式会社10ＡＮＴＺ（以下「ＴＡ」という。）における対計画

の進捗が思うような結果になっておらず、計画比約2,000百万円のマイナスを見込んでいるため、現

状維持となります。 

 営業利益以降につきましては、「１．負ののれん発生益の計上について」でご説明のとおり、負の

のれん発生益として約1,500百万円の計上を見込んでおりますが、既存事業におきまして、前述のＴ

Ａの対計画の進捗が思うような結果になっておらず、営業利益でも計画比約700百万円のマイナスを

見込んでおります。また、その他の事業につきましても、中間期でご説明のとおり、第３四半期及

び第４四半期における巻き返しを図っておりますが、ＴＯＫＹＯ ＲＯＣＫ ＳＴＵＤＩＯ株式会社

における海外との共同制作案件の期ズレの影響に加え、オーディション開催など新規ＩＰコンテン

ツへの先行投資を行っているｂｉｊｏｕｘ株式会社におけるさらなる施策強化などによりまして、

現時点において想定する今後の事業環境や実績等を考慮いたしまして、計画比で約200百万円程度の

マイナスを見込んでおります。 

 

以上のことなどから、売上収益を現状維持の32,000百万円、営業利益を600百万円増加の3,000百

万円とすることといたしました。また、親会社の所有者に帰属する当期利益につきましても、上記

の増加要因等によりまして、800百万円増加の3,000百万円を見込んでおります。 

 

 

※本通期連結業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づくものであるため、実際の業

績や市場環境は、今後様々な要因によって変更となる可能性があります。 

 

 

以上 


